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  寝屋川市第四中学校区小中一貫校開校に係る 

校歌・校章等制作業務委託 

仕様書 

 

第１ 業務目的 

   本業務は、現在建設工事中で令和５年度中の開校を予定している第四中学

校区小中一貫校（施設一体型小中一貫校）に係る校歌、校章等の制作を求め

るものであり、一体施設となる第四中学校、明和小学校、梅が丘小学校にお

ける各学校の背景を踏まえ、本市初の施設一体型小中一貫校として、地域や

学校の特色を表現し、当該小中一貫校の校歌、校章等としてふさわしいもの

を制作することを目的とする。 

 

第２ 業務名称 

寝屋川市第四中学校区小中一貫校開校に係る校歌・校章等制作業務委託 

 

第３ 履行場所 

寝屋川市 学校教育部 教育政策総務課 

 

第４ 契約期間 

   契約締結日から令和５年６月30日まで 

 

第５ 業務内容に係る基本的な要件 

・ 寝屋川市第四中学校区における小中一貫校の校名について、「寝屋川市立望

が丘（のぞみがおか）小学校・中学校」として校名案が決定し、令和４年８

月に市ホームページ（ページID：19408）に掲載している。本件業務を進め

るに当たっては、市ホームページ（学校ホームページ含め）の本市における

寝屋川市第四中学校区における小中一貫校の取組に関する資料等も参照す

ること。 

・ 寝屋川市第四中学校区では、小中一貫校の円滑な開校に向けて、明和小学

校・梅が丘小学校・第四中学校の保護者や教職員、地域の方々が協力し、意

見交換をする場として、「寝屋川市第四中学校区小中一貫校開校準備実行委

員会」（以下「実行委員会」という。）を共同で設置し、市と連携して各種
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取組（校名検討、学校記念品等検討など）を進めていることから、実行委員

会での本件委託業務内容について、確認、説明等が必要であることを留意す

ること。 

・ 本件業務を進めるに当たって、新校の校名を考慮するとともに、実行委員会

が令和３年度に行った児童・生徒アンケート結果も参考とすること。 

・ 校歌及び校章について、令和４年度中に校歌・校章に係る公募を行う予定で

あることから、当該公募結果の内容も踏まえること（委託事業者においては、

当該公募に関する支援も行うこと）。 

・ 本件委託事業に係る市予算は、令和４年度当初予算150万円、及び債務行為

設定（令和５年度まで、限度額300万円）となっており、本件業務内容は以

下のとおり、校歌制作業務、校章制作業務、学校沿革等映像資料制作業務の

３つの業務に大きく分かれているが、各業務における成果品出来高状況に応

じ、業務完了確認の上、年度毎に支払を行うものとする。 

 

第６ 業務内容（１校歌制作業務、２校章制作業務、３学校沿革等映像資料制作業務） 

 １ 校歌制作業務 

 ⑴ 音源制作等業務 

  ① 校歌に関する公募支援 

    令和４年度中に市が行う予定の校歌・校章に係る公募について、公募に 

関する募集方法、募集内容、データ管理等について本市に助言、提言を行 

うなどの支援業務を行うこと。 

 なお、校歌公募については、校歌制作の参考とするため、校歌のアイデ

ア等を市民に募集することを予定している。 

  ② 作詞 

    寝屋川市（以下、「発注者」という。）から提示するイメージや文言も

考慮して作詞を行うこと。なお、文言の使用数、使用方法、２番構成か３

番構成か等は発注者と協議すること。 

    また、作詞者の選定にあたっては、本業務と同等の実績を有する者（過

去に、校歌、社歌、市民歌等の作詞実績がある者）として、発注者と協議

すること。 

  ③ 作曲 

    歌詞に曲を付与すること。曲調は、発注者と協議の上、発注者の意向に
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沿うものとすること。曲は、２曲提案した上で発注者が選定した曲とし、

変更についても協議の上行うこと。 

    また、作曲者の選定にあたっては、本業務と同等の実績を有する者（過

去に、校歌、社歌、市民歌等の作曲実績がある者）として、発注者と協議

すること。 

  ④ 原盤制作・編曲 

    曲に対する編曲、音源制作、写譜を行うこと。使用音源（楽器）につい 

ては、生楽器演奏によるものとする。 

 また、通常の校歌のほかに、吹奏楽バージョンを制作すること。 

 BGMや行進曲等の編曲を想定しており、編曲内容は発注者と協議するこ 

と。 

  ⑤ 歌唱及びレコーディング 

 歌声を付与する歌手又は合唱団の歌唱は、児童が歌いやすく親しみがも 

てるものとすること。 

    また、歌唱者の選定にあたっては、本業務と同等の実績を有する者（過

去に、校歌、社歌、市民歌等の歌唱実績がある者）として、発注者と協議

すること。 

    レコーディングには発注者が立ち会う場合があるので、スタジオについ

ては発注者と協議すること。 

  ⑥ 譜面 

 以下の譜面を作成すること。 

ア 主旋律の譜面 

イ 編曲した曲の譜面 

ウ ピアノ演奏用（歌伴奏用）の譜面 

 ⑵ ＣＤ制作業務 

  ① 音源制作された曲をＣＤに収録し制作すること。ＣＤには、編曲も含め

収録するものし、発注者と協議すること。 

  ② ＣＤは、学校等配布も含め計10枚制作し、ＣＤレーベル印刷、プラスチ 

ックケース収納もすること。 

 ⑶ 校歌制作業務に係る成果物 

№ 種類 内容 提出部数 

１ 譜面ア 主旋律の譜面（２つ折ハードカバーで装丁） ２部 
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２ 譜面イ 編曲した曲の譜面（上質紙） １部 

３ 譜面ウ ピアノ演奏用（歌伴奏用）の譜面（上質紙） １部 

４ ＣＤ 原盤ＣＤ（吹奏楽バージョン含む。） １枚 

５ ＣＤ 学校等配布用ＣＤ（吹奏楽バージョン含む。） 10枚 

 

 ２ 校章制作業務 

 ⑴ 校章制作業務 

  ① 校章に関する公募支援 

令和４年度中に市が行う予定の校歌・校章に係る公募について、公募に関 

する募集方法、募集内容、データ管理等について本市に助言、提言を行うな 

どの支援業務を行うこと。 

なお、校章公募については、校章制作の参考とするため、イラスト案等を 

市民に募集することを予定している。 

  ② 寝屋川市第四中学校区小中一貫校を象徴する紋章の制作及びデザイン化 

を行うこと。校章デザイン制作にあたって、以下の事項に留意すること。 

ア 寝屋川市第四中学校区小中一貫校の学校コンセプトを踏まえたデザ 

インであること。 

イ 公立学校の校章として、ふさわしい品位があり、イメージ向上に寄与 

するものであること。 

ウ 児童や地域住民が、親しみや誇りを持ち、今後何年にもわたり、新校 

における校旗等のエンブレム及び新校のシンボルとして使用すること 

のできるものであること。 

エ サイズ、カラー（複数色、単色等）、媒体（紙、布等）など、様々な 

条件で印刷・使用されることが考慮されたものであること。 

 ⑵ 校章制作業務に係る成果物 

   成果物は、『JPEG』形式、『PDF（Portable Document Format）』形式及び 

Illustrator(Adobe)等の編集可能なファイル形式の３種を制作する予定で 

あるが発注者と協議すること。 

成果物提出部数は、ＣＤ又はDVD等の電子媒体で５部納品すること。 

 

 ３ 学校沿革等映像資料制作業務 

 ⑴ 映像資料制作業務 
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① 映像資料制作 

寝屋川市立第四中学校、明和小学校、梅が丘小学校の３校の沿革や、３ 

校に設置されている卒業記念作品や記念碑等で小中一貫校に移設が困難 

なものについて、映像資料の制作を行うこと。映像資料制作にあたって、 

以下の事項に留意すること。 

ア 企画・構成・映像時間については発注者と協議の上、制作すること。 

イ ３校のこれまでの歴史を振り返り、また本市初の施設一体型小中一貫 

校となる新校のコンセプトを踏まえ、映像を卒業生等にとっても、新校 

に入学する児童等にとっても、ストーリー性をもち、期待感が持っても 

らえるような内容とすること。また、３校の校歌、校章は映像資料内で

必ず使用すること。 

ウ 映像制作に当たっては、単なる歴史の羅列とならないよう、写真や映 

像、ナレーション等を効果的に活用すること。 

エ テロップやアニメーションを必要に応じて使用すること。 

オ 聴覚障害者等に考慮し、字幕テロップを適宜、挿入すること。 

カ ３校の今を残すため、ドローンを用いた撮影を行うこと。撮影に当た 

り、関係各所への許可は、受注者の責任で得ること。 

   キ 業務を遂行する上で必要な資料は、受注者において入手すること。た 

だし、既存記念品等の写真など、市が保有する画像、映像は可能な範囲 

で提供する。 

② 映像規格 

映像の制作後、DVDに焼き込み（形式：DVD-Video）。 

※リージョンALL 

※動画の画角は16:9とし、フルハイビジョン映像であること。 

※全編再生及び、チャプター再生ができること。 

※盤面印刷も含む。 

 ⑵ 映像資料制作業務に係る成果物 

① DVD ５部 

※ＷＭＶもしくはＭＰＥＧ４形式の動画ファイルであること。 

 

 ４ 業務内容に係るその他事項 

  ⑴ 市と行った会議の議事録を都度作成し、市の確認を得ること。 
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  ⑵ 制作スケジュールについて、実現可能かつ余裕を持ったスケジュールを 

提案すること。 

  ⑶ 本業務の進捗状況は随時、本市に報告し調整を図ること。また、本業務 

の企画・運営にあたって、不明確な点や改善の必要性があると認められる 

場合は本市と協議すること。 

 

第７ その他留意事項 

⑴ 受注者は、プロポーザルでの企画提案内容等を基に、本市と協議し、内 

容を決定すること。 

⑵ 制作業務に当たる統括責任者、業務主担当者を置くこととし、これらの

者は音楽、画像、映像、音声などの制作における必要な専門的知識を有す

ること。 

⑶ 本業務を遂行するに当たっては、本市と事前に十分な打ち合わせを行う 

こと。 

⑷ 受注者は、契約期間中及び契約期間後において、本業務上知り得た秘密 

 を第三者に漏らしてはならない。 

⑸ 受注者は、委託業務の全部を一括して、又主たる部分を第三者に委託し、 

又は請け負わせてはならない。業務の一部を第三者に委託し、又は請け負 

わせようとするときは、あらかじめ、本市の承諾を得なければならない。 

⑹ 本業務に係る経費は、受注者の負担で対応するものとし、業務に必要な 

全ての作業及び経費、作詞者・作曲者・編曲者・歌唱者・デザイナー（イ 

ラストレーター）等への依頼のための出張、レコーディングや収録等のた 

めのスタジオ、施設の手配などについても、受注者が負担することとなる 

点に留意すること。 

⑺ 提案作品は、独自にデザイン等した、国内外未発表で類似性のない自作 

 品に限る。登録商標、著作権問題等に抵触しないように留意すること。 

⑻ 公序良俗その他法令の定めに反するもの、誹謗中傷を含むもの、著作権 

その他第三者の権利を侵害しているものは、審査の対象外とする。また、 

採用後であっも、これらの条件に違反していたことが判明した場合、無効 

とする。なお、無効とした際に当市が負った損害については、受託候補 

者の負担とする。 
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第８ 成果物の著作権 

⑴ 本業務の履行に伴い発生する全著作物に関する一切の権利は、寝屋川市 

に帰属するものとする。 

 ⑵ 本業務により得られる著作物の著作者人格権について、受注者は将来に 

わたり行使しないこと。また、受注者は本業務に関与した者について著作 

権を主張させず、著作者人格権についても行使させないことを約するもの 

とする。 

 

 

 

 


